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 研究要旨 
脳腫瘍および近隣臓器腫瘍に対する放射線治療後に生じた症候性
脳放射線壊死の PET を用いた新規診断法および抗 VEGF 抗体であるベ
バシズマブの治療の有効性と安全性を検証する多施設間共同研究を
大阪医科大学が主導で行った。 

 

   
Ａ．研究目的 
脳腫瘍および近隣臓器腫瘍に対する放
射線治療後に生じた症候性脳放射線壊死
のPETによる診断およびベバシズマブを用
いた治療の有効性と安全性を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
  大阪医科大学をはじめ計16施設にて他
施設共同臨床試験を行う。同一のプロトコ
ルにて計40症例の診断、治療を行い、デー
タを集積する。 
（倫理面への配慮） 
  大阪医科大学附属病院倫理委員会にて
承認されたプロトコルを厚生労働省で承
認を得た。承認を得た説明同意書を用いて
口頭および文書にて患者に十分な説明を
行った上で、同意いただいた場合に臨床研
究に参加いただいた。 
 
Ｃ．研究結果 
  平成24年度に登録した1例の経過観察を
行った。ベバシズマブの投与にて浮腫は縮
小し、症状の改善が得られた。しかし、投
与後５カ月にて腫瘍の再発を認めた。追跡
期間を修了した7例は、データセンターおよ
び当院CRCにて逐次SDVを行った。 
Ｄ．考察 
  上記症例は当初は放射線壊死であり、ベ
バシズマブが有効であったが、早期に腫瘍
の再発を来した。アミノ酸PETの値と再発ま
での期間などが明らかになれば、放射線壊
死と腫瘍細胞が混在した病態の予後予測が
成され、それは組織所見からは判断できな
い有用なデータと成りうる可能性がある。 
 

 Ｅ．結論 
  本臨床研究を完結させ、データ解析を行う
ことにより、放射線壊死に対する新規診断お
よび新規治療の可能性を明らかにする。 
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